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DAT に収録する方式である。最大 3 成分 200Hzのサンプリングデータがテープに最長１
ヶ月間記録され、テープ回収後再生器とワークステーションで解析するようになっている。
また GPS 回路は６時間ごとに電源を投入する方法で電力消費量を抑えている。初期の製









































































Solaris2.6は１つのパーティションに 23GB を確保できないので別売の DiskSuiteソフ
トを使って 20GB の作業領域にした。DAT Link はテープ装置と同じソフトドライバを使
うようになっており、SCSI 番号を５にして OS を起動するが認識してくれず、SCSI ボー
ドの交換やディスクの調査をしても原因は不明で困ってしまった。これは UNIX でいう







































ければならない。確認は GPS 時刻と内蔵時計データ（station.dif ファイル）のグラフを
gnuplot ソフトを使って描きほぼ直線になれば合格とする。そして、定常観測で得られた





動成分、南北動成分、東西動成分の波形を拡大したもので S-P タイムが 2.5～3.0秒の地震
である。
考察



















Vp = 5.5 km/s
図５深さ分布の直線近似
図４は 1999年 9月から 2000年 10月までの 73個の震源分布である。震源を囲む定常
観測網での震央分布と深さ分布（図下左）と気象庁の KAGA 観測点及び KNT を入れた場
合の深さ分布（図右）とを比較したものである。水平方向の誤差は一般に深さほど大きな












図7　Vp = 3.0km/s の場合の深さ分布




















Layered structures of P-wave velocity
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図８　Vp = 5.9km/s の場合の深さ分布






























DAT 地震観測装置の設置場所提供に心良く承諾していただいた KNT（金津） の地主で
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